
事務事業評価シート（総括表）

事務事業 116 みんなで考える身近な公園の整備

章 3 安全で快適な、みどりのあるまち

大項目 04 うるおいのあるみどりのまちづくり

施策 02 公園、広場などの整備充実

事業内容

目的
　地域住民にとって身近な公園を、より一層使いやすい公園にするため、子どもを含む地域の住民参加に
よって改修プラン作りを行い、再整備を図っていきます。

対象・手段
　主に住宅街の中にある小規模な既存公園（６００㎡程度以下）のうち、施設の老朽化や立地状況から利
用度が低下している公園を対象とします。計画から工事までの期間を２年間とし、地域との協働のよる改
修プランの作成には十分な時間を確保します。10年間で５園の整備を行います。

成果（事業が意図する成果）

　地域の人たちが協働して公園を整備することにより、公園に対する愛着が湧き、公園の利用が増加されま
す。

事業成果指標
指標名 定義 目標水準

整備目標公園数に対する整備済公園数の割
合

目標値５園に対する達成率

（ 平成19 ） 年度に

（ 100% ） の水準達成

整備目標内容に対する整備済内容の割合
目標値５園に対する達成率（設計・施工
別）設計10ポイント、施工10ポイントで換
算

（ 平成19 ） 年度に

（ 100% ） の水準達成

（ ） 年度に

（ ） の水準達成

成果の達成状況

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

事
業
成
果
指
標

目標値１① ％ 60.00 60.00 80.00 100.00  ⑩:まつ川 設計
 ⑪:まつ川 工事

 ⑫:対象なし
 ⑬:原町 設計
 ⑭:原町 工事

 ⑮:やまぶき 設計
 ⑯:やまぶき 工事
 ⑰:しんかい 設計
 ⑱:しんかい 工事
 　 大久保北 設計
 　 大久保北 工事
 　 西早稲田 設計
 ⑲:西早稲田 工事
 　 西大久保 設計

　 (計130ﾎﾟｲﾝﾄ)

実績１② ％ 60.00 60.00 100.00 120.00

③＝②／① ％ 100.00 100.00 125.00 120.00

目標値２④ ％ 70.00 80.00 90.00 100.00

実績２⑤ ％ 60.00 70.00 110.00 130.00

⑥＝⑤／④ ％ 85.71 87.50 122.22 130.00

目標値３⑦ 0.00 0.00 0.00 0.00

実績３⑧ 0.00 0.00 0.00 0.00

⑨＝⑧／⑦ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

事業の実施内容

平成18年度

しんかいばし児童遊園　　実施設計及び整備工事　４８２㎡
大久保北公園　　　設計ワークショップ実施＋実施設計＋整備工事　７８３㎡
西早稲田児童遊園　設計ワークショップの実施
　　　　　　　　　区民との協働によるプランづくり

平成19年度
西早稲田児童遊園　実施設計及び整備工事　４４１㎡
西大久保児童遊園　設計ワークショップの実施
　　　　　　　　　区民との協働によるプランづくり



部名称 みどり土木部 課名称 みどり公園課

単　位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 備　　考

ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト

事業費⑩ 千円 5,269 27 27,459 11,913

人件費⑪ 千円 8,338 4,169 20,700 12,390

事務費⑫ 千円 0 0 0 275

減価償却費等⑬ 千円 0 0 0 0

総計⑭＝⑩＋⑪＋⑫＋⑬ 千円 13,607 4,196 48,159 24,578

受益者負担⑮ 千円 0 0 0 0

純計⑯＝⑭－⑮ 千円 13,607 4,196 48,159 24,578

受益者負担率⑮／⑭ ％ 0.00 0.00 0.00 0.00

財
源
内
訳

一般財源⑰＝⑯－⑱
千円

13,607 4,196 40,159 24,578
⑱大久保北
　まちづくり交付金

特定財源⑱ 0 0 8,000 0

一般財源投入率⑰／⑭ ％ 100.00 100.00 83.39 100.00

職員
常勤職員

人
1.00 0.50 2.50 1.50

非常勤職員 0.00 0.00 0.00 0.00

事業に関する検討課題

　本事業の対象とする公園は、利用者の範囲が限られる小規模な公園であるため、協働を行う際のきめ細か
い配慮が必要になり、さまざまな利用者のニーズに応えることが大切になります。
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達成度 3
　当初実施計画どおり進め、目標より１園多い６園の改修を行い、目標を達成しまし
た。

実施の成果 3
　整備が完了した既実施公園については、整備後の利用が高まっています。
　１９年度完成した公園でも公園サポーターが結成され、管理・運営面での協働も進ん
でいます。

効率性 3
　住民と協働で改修計画案を作成することから、真に必要な施設の見極めができ、効率
的な設計が可能になっています。

行政の関与 2
　公園管理者として、施設改修は当然の責務です。また、協働で公園を再整備する事業
では、技術的な助言などのように行政が積極的に関与していく必要があります。

妥当性 2
　使いやすい公園にするには、利用者ニーズに応えた公園を実現する事が重要であるた
め、地域との協働による公園整備を進めることは、適切です。

施策寄与度 3
　この３年間で３園改修の実績があり、改修後の利用度も増加傾向にあります。総合的
に３年間で公園の整備充実の施策寄与をしました。

総
合
評
価

　１９年度の評価はＡとします。西早稲田児童遊園において、住民参画ワークショップに
より、利用者ニーズにきめ細かく配慮した公園として改修できた結果、利用者が増えた点
にあります。ワークショップを通じて公園サポーターも結成されました。
　また、過去３年の実績ではＡと評価します。当初実施計画より１園多く公園改修を実施
でき、目標を上回った点です。

※

Ａ
過年度評価

18年度 Ａ
17年度 Ａ
16年度 Ｂ
15年度 　

改
革
方
針

　この事業は引続き、第一次実行計画「７５②みんなで考える身近な公園の整備」事業で
取り組んでいきます。工事完了後も、区民が愛着と関心を持って管理に積極的に参加して
くれるよう、より多くの区民の参画の下で、公園整備を行っていきます。

方向性

※

1

現状のまま
継続
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